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透明骨格標本プラス チ ッ ク の作成法

紫外線硬化樹脂に よ る最速作成法
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1　 目　 的

　紫外線破化樹脂が 2 分間の紫外線照射に よ り

硬化する性質を利用 し て 、約 60 分 の 作業で 、

透明骨格標本をプ ラ ス チ ッ ク 包埋 する 方法を開

発す る。

2　 方　法

◇透明骨格標本 の 作成

材料 ：ア ジ
…

市販 の 石川県産 コ ア ジ

固定 ：ホ ル マ リ ン → 軟骨 の 染色 ：ア ル シ ア ン ブ

ル
ー→ 脱色 ：過峻化水素 → 皮膚 の 分解 ： トリブ シ

ン → 硬 骨 の 染色 ：ア リザ リン レ ッ ド → 透明化
・

保 存 ：グ リセ リン ＋ チ モ
ー

ル （少）

◇透明骨格標本プラス チ ッ クの 作成

樹脂 ：紫外線硬化樹脂 （特殊ア ク リ レー
ト樹脂）

　　　清原株式会社 UV ク ラ フ トレ ジ ン液

　　　55g　　定イ甌 3123 卩］

紫外線 ラ ン プ ：清原株式会社

　　　ス ーパ ー レ ジ ン UV ク リス タル ラ ン プ

　　　（しV−A 照射 ・36W型）　 価格約 5400 円

容器 ：ナ カヤ化学 しっ か りパ ッ ク Rto8 円f4コ

（D透明骨格標本を グ リセ リン 液か ら取 り出 し、

　 ペ ーパ ー
タオ ル で グ リセ リ ン をふ き取る 。

（2）紫外線硬 化樹脂 を容器 に 3・llmiの 層状に流 し
、

　紫外線 を 2分 照射 し、 硬 化 させ る 。 硬 化前 に

　泡を ピ ン セ ッ トで抜 き取 る 。

（3）紫外線硬化 樹脂 を 3m 皿 の 層状 に流 し、（1）の

　標本を の せ 、紫外線 を 2分照射 し、硬 化 させ

　 る。硬 化前に泡を ピ ン セ ッ トで抜 き取る。

（4）同様 に、紫外線硬化樹脂の 層を重ね、標本を

　 完全 に 包埋す る。各層は必ず厚 さ 5 皿 ll以 内に

　 し、複数層を つ くる。熱が こ もっ た ときは 、

　
一

時作業を中断 し、自然冷却を行 う。

3　結　果

　プ ラ ス チ ッ ク は 、約 60 分で完成 で きた。

た だ し、室 温が高 く、自然冷却に 長 い 時間を要

する ときはそれ以上 の 時 間が かか っ た 。

　透明骨格標本プラ ス チ ッ ク の 特徴 は 、

  透 明度 が高 い 、  臭 い 無 し、  べ た っ か な い 、

  グ リセ リン や皮 膚の 1
’
luaがな い で あ っ た 。

4　 考　察

　透明骨格標本 の 発 展形 と し て透明 骨格標 本

プラス チ ッ クを作成 した。液浸か ら固体に変わ

り、取 り扱 い が容易で観察実験に利用 しやす い

とい う利点が生 まれた。

　以前は 、安価な ポ リエ ス テ ル 樹脂 を使用 して

量 産 し、教材化 し た。ただ 、発 熱に よ り皮膚 の

白濁化が起 こ る とい う欠点 があ っ た。今回使用

し た紫外線硬化樹脂で は 、こ れが改善され 、さ

ら に作成時 問も人幅に 短 縮で きた。

　紫外線硬 化樹脂に よるブ ラ ス チ ッ ク化は、グ

リセ リン を皮膚内部に残 した
’
卜乾燥状態 の 脊椎

動 物慓本 に対 して 有効で ある 。 単にホ ル マ リ ン

液 で 固定 した標木 も 、 グ リセ リン 液 に置換 した

後 、同様 にプラ ス チ ッ ク化できて い る 。

5 　 今後の展望

　ア ジ の 透明骨格標本 プラ ス チ ッ ク作成に 、紫

外線硬化樹脂 55g （3123 円）を使 い 切 り、材料費

が高 くか か っ た。今後は 、安価な樹脂 と組み合

わ せ 、費川 を抑えた作成法を開発 し て い きた い 。
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